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は重要である．第 2 章から第 4 章においては，各章ごとに統一的観点でそれらの解を比較
している．
第 2 章では新たに提案された性質である balanced cycle contributions property(BCC)
を共通の公理として用いて，シャープレイ値，均等分配値，Solidarity 値，およびバンザ
フ値を特徴付けし，その差異を明確にしている．この新しい公理は衡平性に関する既存の






第 3 章ではコアの存在する TU ゲームにおいて近年，提案された解である Average
Lexicographic 値（AL 値）の特徴付けを行っている．この解の非協力ゲームを用いた特徴
付けは，非協力ゲームを用いたシャープレイ値の既存の特徴付けに対応している．さらに，
前述の balanced contributions property に類似の公理を用いて，AL 値の公理的特徴付け
を与えている．他の方法も含めて AL 値の公理的特徴付けに成功したのは世界で初めてで
あり，これらの特徴付けを通じて，AL 値とシャープレイ値との差異が明確になった．




















“Axiomatization of the Shapley Value Using the Balanced Cycle Contributions Property”
(with Yoshio Kamijo), International Journal of Game Theory, 2010, Vol.39, No.4, pp.563-571
としてすでに出版されている．さらに，その内容を発展させた論文：
“Whose deletion does not aﬀect your payoﬀ? The diﬀerence between the Shapley value, the
egalitarian value, the solidarity value, and the Banzhaf value” (with Yoshio Kamijo), 2010,DP
の内容も第 2 章に含まれており，この論文は投稿中である．
さらに第 3 章の主たる内容を含んだ論文：
“A Non-cooperative and an axiomatic characterization of the Average Lexicographic value”
(with Yukihiko Funaki, Rodica Branzei, and Stef Tijs), 2010
は International Game Theory Review に掲載が確定している．
第４章の主たる内容を含んだ論文：
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“Difference between the position value and the Myerson value is due to the existence of
coalition structures” International Journal of Game Theory, 2010, Vol.39, No.4, pp.669-675
もすでに，単著論文として出版されている．
第 5 章の内容は論文：
“Recursive unanimity, strategy-proofness, and non-bossiness in two-sided matching
problems”, Waseda Economics Working Paper Series No. 10-2, 2010
にまとめられ，Social Choice and Welfare に投稿され，現在修正要求中である．
本論文の構成は以下の通りである．
1 Introduction and Overview
1.1 Introduction to this thesis
1.2 Overview
1.3 Preliminaries
1.3.1 Cooperative TU games
1.3.2 The Shapley value
1.3.3 Properties of the Shapley value
2 Axiomatization of the Values using BCC
2.1 Introduction
2.2 Balanced cycle contributions property
2.3 BCC, symmetry, and linearity
2.4 Axiomatization of the Shapley value
2.5 Axiomatization of the egalitarian value
2.6 Axiomatization of the solidarity value
2.7 Axiomatization of the Banzhaf value
2.8 Possibilities for axiomatizations of other values using BCC
2.9 Concluding remarks
3 Characterization of the AL-value
3.1 Introduction
3.2 Core and the AL-value
3.3 Average consistency of the AL-value
3.4 Non-cooperative characterization of the AL-value
3.5 Axiomatic characterization of the AL-value
3.6 Concluding remarks
4 The Position and the Myerson Values
4.1 Introduction
4.2 Cooperative TU games with coalition structures
4.3 Communication situations
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4.4 Characterizations of the position value
4.5 Characterizations of the Myerson value
4.6 Comparison of the Two Allocation Rules
4.7 Concluding remarks
5 RRU, SP, and NB in Two-sided Matching
5.1 Introduction
5.2 Two-sided many-to-one matching problems
5.3 Recursive unanimity
5.4 Incompatibility between RRU and SP
5.5 Incompatibility between RRU and NB
5.6 Concluding remarks
























な公理は，本研究で新たに定式化された公理 balanced cycle contributions property(BCC)
である．この新しい公理は，既存のプレイヤーの貢献度に関する衡平性に関する著名な公










たかも 1 者として振舞った場合，受け取る利得は元の 2 者の配分の和と等しいという性質
を満たしている．



































Perez-Castrillo and Wettstein(2001)によって定式化された bidding mechanism と類似す
るが，その違いは，提案が拒否された際に提案者が受け取る利得および残されたプレイヤ
ーたちの繰り返す交渉における提携獲得値の修正に集約される．
さらに，AL 値の公理的特徴付けでは，効率性と前述の Myerson(1980)による balanced
contributions property を修正した公理が用いられる．













































































まず，博士学位論文のタイトルに関し，表題内の“allocation decision rule” が学術用語
として頻繁に用いられている“matching rule” に改められた．その結果，修正後の博士論






成果を構成する第 2章から第 5 章の関連性については，関連性を議論する段落が p.1 に追
加された．
第 2 章から第 4 章に共通する点として，譲渡可能効用を前提とした TU ゲームについ
ての仮定自体に対する疑問点が指摘されているが，その正当性の議論および NTU ゲーム
への拡張性について，次のような対応がとられた．まず，第 1 章では，現実的な 10 個の経
済問題を挙げ，それらが TU ゲームで分析されていることを示し，その仮定が適切である
ことを議論した．第 2 章から第 4 章では，BCC 条件，AL 値，マイヤソン値，ポジション
値について，NTU ゲームへの拡張可能性を丁寧に議論して各章に付け加えられた．
第 2 章では，BCC 条件の新たな解釈が付け加えられた．本論文では，BCC と同値な公

















さらに，AL 値の他の公理的特徴づけの可能性，AL 値の BCC 条件を満たす可能性につ
いても，3.5 節の末に新たな考察が付け加えられた．













修正稿では，以前の定理 5.1 が定理 5.2 となっている．さらに，Non-Bossiness と安定性
に関しての議論においても，上記の変更に伴い，新たに定理 5.3 が付け加えられた．以前
の定理 5.2 は定理 5.4 となっている．
最後に，審査委員より指摘された修正すべき細かい誤植等については，すべて修正され
た．以上，近郷匠氏は，全ての要求に丁寧に対応し，また，新たな貢献も加わり，本博士
論文の価値が一層高まった．博士の学位にふさわしい完成した論文と考えられる．
以上
